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住宅・住環境に関する市民アンケート調査 まとめ 

■配布数：3,000 通、総回答数：1,058 通、回収率 35％ 

 
Ⅰ．あなたの属性，家族構成などについて  

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

男

46%女

53%

無回答

1%

(1)性別 n=1058
２０歳代

9%

３０歳代

15%

４０歳代

17%

５０歳代

17%

６０～６４歳

10%

６５～６９歳

11%

７０歳以上

20%

無回答

1%

(2)年齢 n=1058

本庁

27%

宝木

6%

陽南

5%

平石

5%清原

6%

横川

6%

瑞穂野

2%

豊郷

7%

国本

2%

富屋

1%

篠井

0%

城山

5%

姿川

11%

雀宮

7%

上河内

2%
河内

7%

無回答

1%

(3)住居 n=1058

１人

8%

２人

27%

３人

23%

４人

19%

５人

10%

６人

5%

７人

1%

８人

0%
９人

0%

無回答

7%

(4)同居人数と構成 n=1058

夫婦

のみ

25%

夫婦と

子供

36%
夫婦と

その親

5%

父親ま

たは母

親と子

供

7%

夫婦と子

供と親

9%

兄弟姉

妹

0% 単身

7%

その他

8%

無回答

3%

不明

0%

(4)家族の構成 n=1058

１人

19%

２人

26%

３人

1%４人
0%

５人

0%

６人

0%

無回答

（０人を含

む）

54%

(4)家族のうち65歳以上の人数

n=1058

１人

11%

２人

11%

３人

3%

４人

0%

５人

0%

６人

0%

７人

0%無回答

（０人を含

む）

75%

(4)家族のうち15歳未満の人数

n=1058

家庭で２

台以上

所有

61%

家庭で１

台所有

32%

複数世

帯で共

有

0%

所有して

いない

6%

無回答

1%

(5)自家用車の所有状況 n=1058

５分未満
45%１０分

未満
33%

２０分未

満
13%

３０分未

満
5%

３０分

以上
3%

無回答
1% 不明

0%

(6)最寄りのバス停か駅までの徒歩
での所要時間 n=1058

２００万円未満
8%

２００～４００万

円未満
29%

４００～６００万

円未満
23%

６００～８００万

円未満
16%

８００～１，０

００万円未満
10%

１，０００万円

以上
9%

無回答
5%

不明
0%

(7)同居家族全員の年収合計 n=1058

 男女とも約 5 割、各年代とも 1～2 割から回答を得ている。家族の人数構成、世帯収入の面から

も、バランスの良い回答が得られた。 

 高齢者を含む家族は 46％、15 歳未満のいる家族からの回答は 25％を占めている。 

 最寄りのバス停、駅までの所要時間が 10 分未満が 8 割を占めているが、自家用車を持たない回

答者はわずか 6％だった。 

本庁 287 

宝木 67 

陽南 48 

平石 52 

清原 59 

横川 66 

瑞穂野 19 

豊郷 77 

国本 24 

富屋 7 

篠井 4 

城山 49 

姿川 113 

雀宮 79 

上河内 20 

河内 73 

無回答 14 

合計 1058 

 

参考資料４ 
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Ⅱ．現在のお住まいについて  

 

 
 

 
 

 

 

 

  

持ち家（一戸建

て）

75%
持ち家（マンション）

4%

公営住宅（市営・県

営）

2%

公的賃貸住宅

（公社等）

0%

民営借家

（一戸建て）

2%

民営借家（１，２階建

てまで）

8%

民営借家（３階

建て以上）

3%

社宅・寮・官舎

3% その他

1% 無回答

2%

問2.現在の住まい n=1058

昭和45年

以前

7%
昭和46～

55年

16%

昭和56～

平成2年

21%
平成3～

12年

24%

平成13～

17年

13%

平成18

年以降

16%

わからな

い

2%
無回答

1%

問2-1.住まいの建築年代 n=1058

ある

31%

ない

68%

無回答

1%

問2‐2.現在の住まいのリフォーム
経験 n=1058

58

126

50

3

33

17

46

住宅が狭い又は間取りが悪いから

住宅や設備が古いから

子どもの成長や誕生，親との同居

など，家族増加のため

子どもの独立など，家族減少のため

バリアフリー化のため

耐震性を確保するため

その他

0 50 100 150問2-3.リフォームの理由 n=56

19

9

57

46

57

30

14

94

耐震化等災害に強くする工事

太陽光発電の導入

耐久性の向上・長寿命化工事

高効率給湯器や省エネルギー機器の導入

バリアフリー工事（手すりの設置／段差解消等）

宅地内の緑化／外構工事

防犯工事（設備機器類の設置）

その他

0 20 40 60 80 100問2-4.リフォーム内容 n=256

68

23

7

2

48

11

27

49

28

持ち家を取得したいが資金不足

持ち家は維持管理・税金の支払いなどが大変

住宅ローンを組まなくてもよい

住宅の資産価値としての魅力が低い

家族の変化にあわせて自由に住み替えできる

住居より生活の充実を優先

いずれ親元などの家に居住する予定

今は持ち家は必要ないから

その他

0 20 40 60 80
問2-5.賃貸住宅にお住まいの理由 n=198

 持ち家（一戸建て・マンション）が 79％を占めている（問 2）。 
 住宅のリフォームを 31％の方が経験されている（問 2-2）。その理由は、「住宅や設備が古いか

ら」「住宅が狭い又は間取りが悪い」「子供の成長や誕生、親との同居など家族増加のため」と

なっている（問 2-3）。リフォームの内容としては、「耐久性の向上、長寿命化」「バリアフリー

工事」「高効率給湯器や省エネルギー機器の導入」など（問 2-4）。 

 賃貸住宅に住む主な理由として、「持ち家を取得したいが資金不足」「家族の変化に合わせて自

由に住み替えられる」「今は持ち家は必要ない」が多数（問 2-5） 
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問 3.現在の住宅への満足度 

 

 
 
 
 
 
 

 

■地域別・地区別（H19 年調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

  

22%

15%

17%

13%

13%

12%

32%

23%

12%

15%

21%

26%

7%

7%

9%

7%

5%

21%

13%

8%

45%

48%

47%

52%

43%

37%

46%

47%

47%

41%

48%

49%

41%

42%

52%

55%

52%

47%

62%

65%

22%

26%

24%

27%

29%

32%

14%

16%

28%

26%

18%

18%

38%

35%

28%

28%

30%

21%

19%

20%

8%

7%

7%

4%

10%

13%

4%

9%

8%

14%

8%

4%

9%

11%

6%

5%

6%

6%

3%

3%

4%

4%

5%

4%

5%

5%

3%

4%

4%

4%

4%

4%

5%

4%

5%

4%

7%

5%

4%

4%

住宅の広さ，間取り

自然災害（地震・台風・大雨等）に対する安全性

火災に対する備え（住宅用火災報知器の設置など）

治安・防犯（住宅の防犯性など）

住宅の断熱性や気密性

手すり設置や段差解消等高齢期の生活への対応

日当たり・風通し

静かな住環境（騒音・振動の少なさ）

住宅周辺の道路の安全性

公共交通機関などが利用しやすい

日常の買い物が便利

散策や散歩に適した場所がある，自然・みどりの豊…

夜でも安心してまちを楽しむことができる

文化・教養・スポーツ施設への利便性

医療・福祉施設への利便性

近所づきあい等コミュニティの豊かさ

児童福祉や教育環境の充実

自家用車が乗り入れやすい，駐車しやすい

まち（住所地）のイメージが良い

現在のお住まいの住宅の総合評価

住まいの満足度 n=1058 満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答 不明

4%

11%

5%

8%

10%

0%

62%

65%

68%

66%

65%

36%

24%

18%

20%

22%

17%

29%

6%

3%

6%

1%

3%

21%

5%

4%

2%

4%

4%

7%

1%

7%

北西部

中央部

東部

南部

北東部

無回答

【地域別】住まいの総合評価(H24) n=1058

満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答 無効

9%

17%

19%

14%

18%

24%

41%

46%

42%

44%

43%

24%

24%

17%

17%

18%

12%

22%

8%

9%

11%

11%

5%

7%

18%

11%

12%

13%

22%

22%

北西部

中央部

東部

南部

北東部

無回答

【地域別】住まいの総合評価(H19) n=926

満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答 無効

 全体では、「住まいの総合評価」は７割超で満足・ほぼ満足と回答。 

 「手すり設置や段差解消等高齢期生活への対応」「夜でも安心してまちを楽しむことができる」など

の項目では、満足・ほぼ満足が５割を切っている。 

 公共交通機関の利便性については 14％の方が「不満」、高齢期生活対応については 13％の方が「不

満」と答えている。 

 満足・ほぼ満足の合計は全ての地区で上がっているが、「満足」に限るとすべての地区において

半減。特に東部地域は-14pts 落としている。 

 「不満」は全体的に微減の中、南部地域は-10pts と大きく改善が見られた。 

 H19 に無回答だった層が今回は大きく減少し、全体に振り分けられている。 
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■5地域別に見た住まいの満足度 

 

 

 

 

19%

10%

11%

7%

5%

8%

30%

29%

11%

8%

10%

33%

7%

4%

2%

6%

5%

26%

7%

4%

45%

51%

42%

51%

54%

44%

48%

48%

46%

36%

35%

44%

31%

31%

42%

55%

52%

39%

61%

62%

20%

29%

33%

31%

24%

27%

12%

12%

32%

29%

29%

14%

38%

42%

40%

25%

24%

19%

23%

24%

10%

8%

10%

6%

12%

14%

6%

5%

7%

21%

19%

1%

18%

18%

11%

7%

10%

7%

5%

6%

6%

2%

5%

5%

6%

6%

4%

6%

4%

6%

8%

6%

6%

5%

5%

7%

10%

8%

5%

5%

1%

1%

1%

1%

住宅の広さ，間取り

自然災害（地震・台風・大雨等）に対する安全性

火災に対する備え（住宅用火災報知器の設置など）

治安・防犯（住宅の防犯性など）

住宅の断熱性や気密性

手すり設置や段差解消等高齢期の生活への対応

日当たり・風通し

静かな住環境（騒音・振動の少なさ）

住宅周辺の道路の安全性

公共交通機関などが利用しやすい

日常の買い物が便利

散策や散歩に適した場所がある，自然・みどりの豊かさ

夜でも安心してまちを楽しむことができる

文化・教養・スポーツ施設への利便性

医療・福祉施設への利便性

近所づきあい等コミュニティの豊かさ

児童福祉や教育環境の充実

自家用車が乗り入れやすい，駐車しやすい

まち（住所地）のイメージが良い

現在のお住まいの住宅の総合評価

【北西部】現在の住宅への満足度 n=84 満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答 無効

23%

17%

18%

16%

13%

13%

29%

20%

13%

22%

23%

21%

8%

8%

12%

7%

6%

16%

14%

11%

43%

47%

49%

51%

42%

36%

49%

48%

47%

46%

50%

50%

42%

46%

56%

54%

53%

45%

60%

65%

23%

25%

23%

24%

31%

33%

13%

18%

27%

20%

19%

20%

38%

31%

22%

28%

29%

24%

18%

18%

7%

5%

6%

4%

9%

13%

6%

10%

9%

8%

4%

6%

8%

10%

5%

5%

4%

7%

2%

3%

4%

5%

5%

4%

5%

5%

3%

3%

4%

4%

3%

4%

5%

5%

5%

5%

7%

5%

5%

4%

1%

1%

住宅の広さ，間取り

自然災害（地震・台風・大雨等）に対する安全性

火災に対する備え（住宅用火災報知器の設置など）

治安・防犯（住宅の防犯性など）

住宅の断熱性や気密性

手すり設置や段差解消等高齢期の生活への対応

日当たり・風通し

静かな住環境（騒音・振動の少なさ）

住宅周辺の道路の安全性

公共交通機関などが利用しやすい

日常の買い物が便利

散策や散歩に適した場所がある，自然・みどりの豊かさ

夜でも安心してまちを楽しむことができる

文化・教養・スポーツ施設への利便性

医療・福祉施設への利便性

近所づきあい等コミュニティの豊かさ

児童福祉や教育環境の充実

自家用車が乗り入れやすい，駐車しやすい

まち（住所地）のイメージが良い

現在のお住まいの住宅の総合評価

【中央部】現在の住宅への満足度 n=431 満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答 無効
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【現在の住宅タイプから見た満足度】 

 

 

17%

9%

13%

8%

12%

13%

28%

25%

11%

6%

12%

28%

5%

2%

2%

5%

1%

20%

11%

5%

50%

48%

50%

58%

45%

38%

52%

50%

47%

26%

48%

49%

37%

33%

42%

62%

46%

61%

62%

68%

23%

28%

26%

28%

26%

36%

15%

12%

30%

36%

18%

18%

41%

43%

38%

25%

39%

14%

23%

20%

9%

12%

8%

5%

15%

10%

3%

12%

11%

30%

20%

5%

15%

18%

16%

8%

10%

5%

3%

6%

1%

2%

3%
1%

2%

2%

2%

1%
1%

2%

2%

1%

2%

3%
2%

1%

4%

1%

2%

2%

1%

1%

1%

住宅の広さ，間取り

自然災害（地震・台風・大雨等）に対する安全性

火災に対する備え（住宅用火災報知器の設置など）

治安・防犯（住宅の防犯性など）

住宅の断熱性や気密性

手すり設置や段差解消等高齢期の生活への対応

日当たり・風通し

静かな住環境（騒音・振動の少なさ）

住宅周辺の道路の安全性

公共交通機関などが利用しやすい

日常の買い物が便利

散策や散歩に適した場所がある，自然・みどりの豊かさ

夜でも安心してまちを楽しむことができる

文化・教養・スポーツ施設への利便性

医療・福祉施設への利便性

近所づきあい等コミュニティの豊かさ

児童福祉や教育環境の充実

自家用車が乗り入れやすい，駐車しやすい

まち（住所地）のイメージが良い

現在のお住まいの住宅の総合評価

【東部】 現在の住宅への満足度 n=130 満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答 無効

22%

18%

20%

13%

15%

12%

38%

23%

10%

15%

29%

26%

7%

8%

9%

6%

5%

21%

12%

8%

45%

49%

46%

50%

42%

36%

38%

45%

47%

46%

49%

49%

42%

45%

54%

54%

52%

45%

63%

66%

20%

24%

22%

28%

28%

31%

17%

16%

30%

24%

12%

18%

37%

35%

29%

30%

31%

22%

18%

22%

8%

5%

7%

3%

10%

15%

4%

10%

8%

11%

6%

3%

7%

7%

2%

5%

5%

7%

3%

1%

4%

4%

4%

5%

5%

6%

4%

5%

4%

4%

4%

4%

7%

5%

5%

5%

8%

5%

4%

4%

1%

1%

1%

住宅の広さ，間取り

自然災害（地震・台風・大雨等）に対する安全性

火災に対する備え（住宅用火災報知器の設置など）

治安・防犯（住宅の防犯性など）

住宅の断熱性や気密性

手すり設置や段差解消等高齢期の生活への対応

日当たり・風通し

静かな住環境（騒音・振動の少なさ）

住宅周辺の道路の安全性

公共交通機関などが利用しやすい

日常の買い物が便利

散策や散歩に適した場所がある，自然・みどりの豊かさ

夜でも安心してまちを楽しむことができる

文化・教養・スポーツ施設への利便性

医療・福祉施設への利便性

近所づきあい等コミュニティの豊かさ

児童福祉や教育環境の充実

自家用車が乗り入れやすい，駐車しやすい

まち（住所地）のイメージが良い

現在のお住まいの住宅の総合評価

【南部】現在の住宅への満足度 n=306 満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答 無効

28%

13%

14%

11%

13%

13%

35%

32%

17%

5%

14%

39%

3%

6%

10%

15%

5%

35%

16%

10%

44%

45%

39%

53%

45%

40%

46%

46%

53%

35%

47%

49%

48%

43%

55%

54%

57%

42%

66%

65%

20%

29%

32%

28%

29%

30%

15%

13%

22%

37%

25%

10%

39%

39%

25%

27%

28%

18%

13%

17%

3%

9%

9%

4%

5%

12%

1%

4%

2%

18%

8%

0%

6%

9%

8%

2%

6%

2%

2%

3%

4%

4%

6%

4%

8%

5%

2%

4%

5%

4%

6%

2%

3%

3%

3%

2%

3%

2%

3%

4%

1%

1%

住宅の広さ，間取り

自然災害（地震・台風・大雨等）に対する安全性

火災に対する備え（住宅用火災報知器の設置など）

治安・防犯（住宅の防犯性など）

住宅の断熱性や気密性

手すり設置や段差解消等高齢期の生活への対応

日当たり・風通し

静かな住環境（騒音・振動の少なさ）

住宅周辺の道路の安全性

公共交通機関などが利用しやすい

日常の買い物が便利

散策や散歩に適した場所がある，自然・みどりの豊かさ

夜でも安心してまちを楽しむことができる

文化・教養・スポーツ施設への利便性

医療・福祉施設への利便性

近所づきあい等コミュニティの豊かさ

児童福祉や教育環境の充実

自家用車が乗り入れやすい，駐車しやすい

まち（住所地）のイメージが良い

現在のお住まいの住宅の総合評価

【北東部】現在の住宅への満足度 n=93 満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答 無効

8.9%

13.2%

4.2%

25.0%

5.3%

2.4%

8.3%

3.1%

20.0%

6.3%

8.3%

64.2%

71.1%

33.3%

50.0%

57.9%

69.9%

72.2%

81.3%

70.0%

56.3%

64.7%

18.9%

10.5%

58.3%

25.0%

26.3%

24.1%

19.4%

12.5%

50.0%

18.8%

19.8%

3.8%

2.6%

4.2%

2.4%

3.1%

6.3%

3.4%

3.9%

2.6%

10.5%

1.2%

10.0%

50.0%

12.5%

3.7%

持家（戸建て）

持家（ﾏﾝｼｮﾝ）

公営住宅

公的賃貸

民営借家（戸建て）

民営借家（２階まで）

民営借家（３階以上）

社宅・寮・官舎

その他

無効

無回答

総計

【住宅タイプ別】住まいの総合評価 n=1058
満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無効 無回答

 「公営住宅」では、「満足」・「ほぼ満足」と答えた方の割合が４割を切っている。 

 「公営住宅」の満足度の内訳をみると、住宅の評価項目の半数近くの項目において、「満足」「ほ

ぼ満足」と答えた方の割合が 5割を切っている。また、全体の住まいの満足度(p.5)と比較して、

満足度が低く不満の割合が大きい項目もある（グラフ中★印の項目）。 
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データの個数 / No 満足 ほぼ満足 やや不満 不満 総計 

中央 1 3 2 1 7

南部   1 9   10

北西部   3 2   5

無回答   1 1   2

総計 1 8 14 1 24

 

 

【住戸、世帯、年収と住環境の満足度（平成 19 年調査との比較）】 

 

 

 

  

17%

8%

21%

8%

8%

13%

25%

4%

8%

25%

25%

8%

8%

8%

13%

4%

4%

4%

8%

4%

25%

38%

46%

33%

25%

38%

42%

54%

67%

50%

46%

63%

29%

38%

58%

46%

42%

33%

50%

33%

29%

29%

29%

38%

25%

17%

8%

21%

13%

13%

29%

17%

54%

33%

25%

38%

29%

25%

25%

58%

17%

17%

8%

33%

21%

17%

13%

4%

4%

8%

4%

21%

8%

4%

13%

8%

4%

8%

8%

13%

8%

8%

8%

8%

8%

8%

8%

4%

13%

17%

17%

8%

0%

4%

4%

4%

4%

住宅の広さ，間取り

自然災害（地震・台風・大雨等）に対する安全性

火災に対する備え（住宅用火災報知器の設置など）

治安・防犯（住宅の防犯性など）

住宅の断熱性や気密性

手すり設置や段差解消等高齢期の生活への対応

日当たり・風通し

静かな住環境（騒音・振動の少なさ）

住宅周辺の道路の安全性

公共交通機関などが利用しやすい

日常の買い物が便利

散策や散歩に適した場所がある，自然・みどりの豊かさ

夜でも安心してまちを楽しむことができる

文化・教養・スポーツ施設への利便性

医療・福祉施設への利便性

近所づきあい等コミュニティの豊かさ

児童福祉や教育環境の充実

自家用車が乗り入れやすい，駐車しやすい

まち（住所地）のイメージが良い

現在のお住まいの住宅の総合評価

【公営住宅】現在の住宅への満足度 n=24 満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答 無効

14%

0%

0%

0%

43%

10%

60%

50%

29%

90%

40%

50%

14%

0%

0%

0%

中央

南部

北西部

無回答

【公営住宅】 地域別 住宅への総合評価 n=24 満足 ほぼ満足 やや不満 不満

9%

5%

10%

9%

7%

9%

8%

65%

66%

63%

68%

61%

68%

65%

19%

26%

19%

17%

24%

17%

20%

4%

2%

3%

3%

4%

3%

3%

4%

2%

5%

3%

4%

3%

4%

持家

借家

高齢者がいる世帯

子育て層

家族全体の年収400万円未満

家族全体の年収400万円超

総計

【住宅タイプ、世帯、年収別】住まいの総合評価(H24) n=1058

満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無効 無回答

18%

11%

18%

15%

15%

17%

16%

43%

46%

44%

46%

43%

47%

43%

16%

27%

15%

20%

16%

18%

17%

8%

13%

8%

9%

15%

7%

9%

14%

3%

15%

10%

11%

12%

14%

持家

借家

高齢者がいる世帯

子育て層

家族全体の年収400万円未満

家族全体の年収400万円超

総計

【住宅タイプ、世帯、年収別】住まいの総合評価(H19)  n=926

満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無効 無回答

 H19 年に比べ、「満足」は半減したが、「借家」「子育て層」「年収 400 万円未満」の「不満」・「やや

不満」の割合が、大きく減少している。「借家」「年収 400 万円未満」については、-11pts 減少した。
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Ⅲ．今後のお住まいについて 

 

 

 

 

 

いずれ転居する予定

17%

建替えや増改築をし

て住み続ける予定

6%

このまま住み続ける

予定

60%

わからない

14%

無回答

3%

不明

0%

問4.今後も現在の住宅に引き続きお住まいになる予定ですか。n＝1058

11%

21%

17%

14%

12%

7%

11%

5%

5%

7%

9%

7%

73%

55%

61%

63%

67%

50%

6%

16%

15%

13%

12%

14%

3%

2%

3%

1%

21%

北西部地域

中央部地域

東部地域

南部地域

北東部地域

無回答

【地域別】今後住み続ける意向 n=1058

いずれ転居する予定 いずれ今の建物を建替えや増改築をして住み続ける予定

このまま住み続ける予定 わからない

無効 無回答

23%

10%

8%

19%

17%

21%

11%

21%

13%

0%

0%

12%

15%

9%

0%

15%

7%

6%

0%

6%

4%

5%

0%

11%

8%

8%

29%

0%

10%

8%

11%

10%

8%

7%

53%

63%

67%

58%

61%

64%

68%

52%

75%

71%

100%

69%

61%

65%

75%

64%

50%

13%

24%

15%

19%

14%

11%

11%

18%

4%

0%

0%

8%

14%

11%

15%

11%

14%

2%

4%

3%

2%

0%

3%

5%

0%

1%

0%

0%

0%

0%

2%

4%

0%

1%

21%

本庁

宝木

陽南

平石

清原

横川

瑞穂野

豊郷

国本

富屋

篠井

城山

姿川

雀宮

上河内

河内

無回答

【地区別】今後住み続ける意向 n=1058

いずれ転居する予定 いずれ今の建物を建替えや増改築をして住み続ける予定

このまま住み続ける予定 わからない

無効 無回答

6%

3%

0%

100%

29%

77%

60%

95%

67%

17%

8%

3%

0%

0%

0%

0%

0%

33%

50%

70%

71%

50%

0%

29%

9%

12%

0%

17%

11%

19%

50%

0%

29%

5%

28%

5%

0%

17%

4%

3%

14%

9%

持ち家（一戸建て）

持ち家（マンション）

公営住宅（市営・県営）

公的賃貸住宅（公社等）

民営借家（一戸建て）

民営借家（１，２階建てまで）

民営借家（３階建て以上）

社宅・寮・官舎

その他

無回答

【本庁地区／住戸タイプ別】住み続ける意向 n=287

いずれ転居する予定 いずれ今の建物を建替えや増改築をして住み続ける予定

このまま住み続ける予定 わからない

無回答

 住み続ける予定が 66％であった(問 4)。 

 中央部地域・東部地域では「いずれ転居する予定」の割合が、他地域に比べ大きい。その他の

地域では、住み続ける予定が割合が 7～8割。 

 街なかの本庁地区では、持ち家や公営住宅では 7～8割が住み続ける意向がある。一方、借家は、

6～10 割がいずれ転居する意向あり。 

 転居予定の 79％が、将来は持ち家に住むことを望んでいる（問 4-2） 

 転居先を選ぶ際に重視することは、「周辺環境の良さ」、「買い物等の便利さ」「通勤・通学の便

利さ」「適度な家賃・費用」等であった（問 4-3）。 

 建替えや増改築を行うのであれば、「耐震化・災害に強い住宅」「バリアフリー住宅」「太陽光発

電や太陽熱利用」「省エネ設備の導入」等が望まれている（問 4-5）。 

 今後、宇都宮市が取り組むべき住宅の機能・性能の向上推進策として、災害に強い耐震改修・

建替え促進、バリアフリー化促進、省エネ・環境配慮型住宅への改修・建替え促進に、特に力

を入れるべきとの意見が多い（問 5）。 
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13
9

7
14

8
3
6

46
45

24
14

8
9

18
14

18

住宅が狭いから

住宅が古いから

設備が悪いから

周辺環境が悪いから

家賃やローンが高いから

通勤・通学に不便だから

日常の買物等が不便だから

持ち家が欲しいから

転勤・転職・就学の都合のため

結婚・独立のため

親や子と同居のため

親や子と近くに住むため

家や土地を相続するため

子の誕生や成長のため

高齢期になり日常生活が不安だから

その他

0 10 20 30 40 50

問4-1.(「いずれ転居する予定」とお答えの方）その理由は何ですか。

持ち家（一戸

建て）

68%

持ち家（マンション）

11%

民営借家（一戸建て）

2%

民営借家（１，２

階建てまで）

4%

民営借家（３

階建て以上）

2%

社宅・寮・官

舎

1%

公営住宅等（市営・

県営・公社等）

6%

その他

1%

無回答

4%

不明

1%

問4-2.将来はどのような住宅に住みたいですか。n=175

30

10

25

85

38

41

45

1

15

14

12

4

住宅の広さ

住宅の新しさ

設備の充実度，新しさ

周辺環境の良さ

適度な家賃・費用

通勤・通学の便利さ

日常の買い物等の便利さ

児童福祉や教育環境の充実

高齢者福祉や医療，生活支援サービスの充実

住みなれた場所であること

地域イメージや土地柄

その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

問4-3.転居先を選ぶ際に重視することは何ですか。（複数回答） n=175

17

31

15

7

18

11

7

住宅が狭い又は間取りが悪いから

住宅や設備が古く環境性能が悪いから

子どもの成長や誕生・親との同居など，

家族数増加のため

子どもの独立など，家族減少のため

手すりの設置や段差をなくすなど，

バリアフリー化のため

耐震性を確保するため

その他

0 5 10 15 20 25 30 35

問4-4.建替えや増改築を考えている理由は何ですか。（複数回答） n=69

44

34

34

3

19

41

8

5

16

0

耐震化・災害に強い住宅

太陽光発電や太陽熱の利用

高効率給湯器など

省エネ設備の導入

リサイクルした住宅建材の利用

高耐久・長寿命化住宅

高齢期に対応した

バリアフリー住宅

住宅性能表示制度の利用※

宅地内の緑化

防犯性の高い外構

（常夜灯，防犯設備の導入）

その他

0 10 20 30 40 50

問4-5.建替えや増改築を行う際に，次のどの取り組みならば対応してもよい

と思いますか。（複数回答） n=69
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Ⅳ．特定テーマに関する設問 

 

■ライフステージに応じた住まいの政策について 

 

問 6. ライフステージに応じた居住するために必要な機能について伺います。それぞれの人生の段階にお

いて、どのような居住地に住みたいとお考えですか。 

 

 

212

145

33

101

2

264

20

44

59

28

97

9

24

住宅に満足しているから

周りの環境に満足しているから

通勤通学に便利だから

日常の買い物などに便利だから

保育や教育環境が充実しているから

住み慣れた場所だから

地域イメージや土地柄が良いから

仕事の都合上現在の住まいを離れられないから

実家や親族の家に近いから

家を持ちたいが土地や資金的な見込みが立たないから

住み替え費用の見込みが立たないから

他の借家に移ると家賃が高くなるから

その他

0 50 100 150 200 250 300

問4-6.(「このまま住み続ける」を選択した方)その理由は何ですか。（複数回答）

n=638

502

403

416

97

37

148

115

28

災害に対する住宅の安全性に配慮した

耐震改修・建替えの推進など

省エネルギーなど環境に配慮した

住宅の改修・建替えの推進など

高齢者や障がい者などが自立して

生活できる住宅バリアフリー化の促進

敷地や住宅床面積の広さの確保，

住宅の居住水準の改善

マンションなど共同住宅を

維持管理するための活動の支援

宇都宮らしい自然素材の利用などに

配慮した住宅の普及促進

住まいに関する住宅相談や

情報提供の充実

その他

0 100 200 300 400 500 600

問5.今後，宇都宮市が取り組むべき住宅の機能・性能の向上推進策のう

ち，特に力を入れるべきと思われる項目は何ですか。（複数回答） n=1058

29%

12%

19%

32%

27%

25%

20%

34%

27%

7%

15%

23%

12%

12%

6%

独身期（子育て期間前）

子育て期

高齢期（65歳以上）

①それぞれの時期に住みたい場所 n=1058

中心市街地 （街なか） 中心市街地以外の鉄道駅周辺 １,２以外の既成市街地

郊外の田園地域 無回答 不明

0 100 200 300 400 500 600

独身期（子育て期間

前）

子育て期

高齢期（65歳以上）

②上記を選んだ理由（複数回答）n=1058

日常の買い物が便利 医療・福祉施設等への利便性

公共交通機関などが利用しやすい（通勤／通学にも便利） 散策や散歩に適した場所がある，自然・みどりの豊かさ

文化・教養・スポーツ施設への利便性 住み慣れた場所である

教育環境の良さ その他

 独身期は他の時期に比べ、街なか居住や駅周辺の利便性の高い地域に住みたいという意向が大

きい。高齢期の方は、郊外の田園地域に住みたいと考える方の割有が最も多い（問 6①）。 

 年齢を経るにつれ、「医療・福祉施設等への利便性」を重視する方の割合が増え、一方、「公共

交通機関などが利用しやすい（通勤/通学に便利）」を重視する方の割合が減少している。 

また、子育て期には、「教育環境の良さ」を重視する方の割合が最も多い（問 6②）。 

 「住宅の広さ・間取り」は、子育て期に最も重視されている。また、「手すり設置、段差解消」

は年齢を経るにつれ重要と考えている方の割合が増加する。（問 6③）。 

 もし自分が介護が必要となり一人で住めなくなった場合、家族のサポートやサービスを受けて

でも自宅での生活を希望する割合が 58％を占めている（問 7）。 

 ライフステージに応じた市の住宅施策として、子育て期には「子育て支援施設・サービスと住

宅施策の連携による子育てしやすい環境の整備」を、高齢期には「身体状況に応じて適切な生

活支援サービスを利用できる環境の確保」「高齢者向けのサービス付住戸の充実」を重視すべき

という回答が多い（問 8）。
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問 8.今後，ライフステージに合わせて多くの人が，安心して暮らすためには， 

市はどのような住宅施策を重視するべきと思いますか。 

 

 

 
  

11%

35%

6%

33%

33%

40%

12%

43%

38%

11%

39%

10%

5%

1%

28%

1%

13%

13%

15%

14%

ア.住宅の広さ・間取り

イ．日当たり・風通し

ウ.手すり設置や段差解消など

エ．安全性や遮音性などの住宅の居住性能

【独身期】n=1058

重要 やや重要 あまり重要でない 重要でない 無回答 不明

48%

61%

15%

53%

36%

25%

33%

31%

2%

1%

28%

2%

8%

14%

13%

15%

14%

ア.住宅の広さ・間取り

イ．日当たり・風通し

ウ.手すり設置や段差解消など

エ．安全性や遮音性などの住宅の居住性能

【子育て期】n=1058

重要 やや重要 あまり重要でない 重要でない 無回答 不明

22%

63%

72%

59%

41%

28%

18%

30%

26%

1%

2%

2%

2%

1%

9%

8%

8%

9%

ア.住宅の広さ・間取り

イ．日当たり・風通し

ウ.手すり設置や段差解消など

エ．安全性や遮音性などの住宅の居住性能

【高齢期】n=1058

重要 やや重要 あまり重要でない 重要でない 無回答 不明

家族の世話で自

宅で生活したい

23%

別居している家族と

同居して生活したい

2%
老人ホームなどの施

設で生活したい

37%

福祉サービスや近所

の協力でできるだけ

自宅で生活したい

33%

その他

2%

無回答

2%

不明

1%

問7.あなたが万が一介護が必要となって自分だけで生活できなくなった場

合，どのように暮らしたいと思いますか。n=1058

189

246

194

667

233

126

18

子育て世帯向けの優良な民間住宅の整備

促進

子育て世帯に向けた住宅取得や

適正な住宅への住み替え促進策

二世帯同居や近居に向けた

住宅建設奨励，民間住宅入居支援

保育所等の子育て支援施設・サービスと

住宅施策の連携による

子育てしやすい環境の整備

中堅所得者（所得月額がおおむね

16～60万円程度）向けの借家や

優良な住宅地の供給

子育て期の住まいに関する

住宅相談や情報提供の充実

その他

0 100 200 300 400 500 600 700 800
【子育て期】

172

622

166

404

117

216

85

15

高齢単身者向けなどの社会ニーズに

応じた民間住宅の整備促進

高齢や障がいなど身体状況に応じて

適切な生活支援サービスを

利用できる環境の確保

高齢者向け住戸などへの

円滑な入居や住み替えの実現

ケアハウスやグループホームなどの

高齢者向けのサービス付き住戸の充実

高齢者や障がい者の

住宅相談や情報提供の充実

住宅に困窮している高齢者や

障がい者等の公的住宅への

入居を優先・優遇する

市営住宅など公的住宅の

供給戸数の確保と質の向上

その他

0 100 200 300 400 500 600 700
【高齢期】
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■街なか居住について 

 

 
 

 

＜参考：街なか居住の重要性に関する市民の認識＞ 

今回のアンケートでは、中心市街地（街なか）に住みたいという回答は 17％であったが、平成 24 年 3 月の市民アン 

ケートでは、以下のような結果が得られている。 

 「コンパクトなまちづくりが重要である」と約７割（68％）の人が認識している。 

 その理由として、「高齢者など車を自由に利用できない人でも気軽に外出できる」が 51％と最も多く、次いで 

「中心市街地が昔ながらの賑わいを取り戻せる」が 23％、「昔のようにみんなで集まって助け合いながら生活 

することができる」が 13％の順となっている。 

（資料：平成 24 年 3 月「第 5次宇都宮市総合計画基本計画改定に係る基礎調査業報告書」）       

 

 

既に，中心市街地

（街なか）に住んでい

る

11%
中心市街地（街なか）

に住みたい，将来的

に考えたい

3%

中心市街地（街なか）

に住みたいが現実に

は難しいと思う

14%

中心市街地（街なか）

に住みたくない

54%

よく分からない

12%

その他

1%

無回答

5%

不明

0%

問9.中心市街地（街なか）への居住について，あなたはどうお考えですか。

n=1058

15%

8%

9%

11%

10%

11%

13%

14%

11%

8%

3%

5%

3%

3%

4%

2%

0%

4%

7%

20%

16%

15%

9%

14%

10%

29%

14%

59%

58%

57%

53%

54%

53%

50%

29%

54%

10%

8%

12%

13%

15%

11%

13%

0%

12%

1%

1%

2%

2%

1%

0%

1%

3%

1%

2%

7%

5%

12%

29%

5%

1%

1%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70歳以上

無回答

総計

【年齢別】街なか居住への意向 n=1058

既に中心市街地（街なか）に住んでいる 中心市街地（街なか）に住みたい，将来的に考えたい

中心市街地（街なか）に住みたいが現実には難しいと思う 中心市街地（街なか）に住みたくない

よく分からない その他

無回答 無効

31%

10%

4%

6%

5%

4%

2%

5%

1%

3%

3%

2%

2%

8%

4%

6%

6%

3%

5%

7%

11%

13%

10%

13%

20%

15%

21%

12%

17%

14%

25%

20%

12%

11%

15%

16%

14%

36%

52%

67%

65%

66%

64%

68%

55%

63%

57%

25%

55%

72%

52%

65%

60%

50%

11%

13%

13%

10%

10%

12%

5%

16%

8%

29%

25%

10%

6%

19%

15%

11%

14%

1%

2%

4%

3%

5%

2%

1%

1%

6%

7%

4%

4%

5%

5%

5%

8%

25%

4%

1%

8%

5%

14%

本庁

宝木

陽南

平石

清原

横川

瑞穂野

豊郷

国本

富屋

篠井

城山

姿川

雀宮

上河内

河内

無回答

【地区別】街なか居住への意向 n=1058

既に中心市街地（街なか）に住んでいる 中心市街地（街なか）に住みたい，将来的に考えたい

中心市街地（街なか）に住みたいが現実には難しいと思う 中心市街地（街なか）に住みたくない

よく分からない その他

無効 無回答
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9%

15%

4%

4%

13%

17%

56%

49%

12%

12%

1%

1%

5%

2%

持ち家

借家

【持ち家/借家】街なか居住への意向

既に中心市街地（街なか）に住んでいる 中心市街地（街なか）に住みたい，将来的に考えたい

中心市街地（街なか）に住みたいが現実には難しいと思う 中心市街地（街なか）に住みたくない

よく分からない その他

無回答

10%

11%

4%

3%

10%

16%

53%

56%

15%

9%

1%

1%

8%

2%

家族全体の年収400万円未満

家族全体の年収400万円超

【年収別】街なか居住への意向

既に中心市街地（街なか）に住んでいる 中心市街地（街なか）に住みたい，将来的に考えたい

中心市街地（街なか）に住みたいが現実には難しいと思う 中心市街地（街なか）に住みたくない

よく分からない その他

無回答

9%

10%

9%

7%

13%

22%

16%

4%

4%

3%

4%

3%

4%

2%

16%

9%

18%

14%

17%

14%

13%

39%

57%

57%

60%

52%

52%

42%

13%

15%

9%

11%

11%

7%

16%

1%

1%

1%

1%

1%

17%

5%

4%

2%

2%

1%

11%

200万円未満

200～400万円未満

400～600万円未満

600～800万円未満

800～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

【年収別】街なか居住への意向

既に中心市街地（街なか）に住んでいる 中心市街地（街なか）に住みたい，将来的に考えたい

中心市街地（街なか）に住みたいが現実には難しいと思う 中心市街地（街なか）に住みたくない

よく分からない その他

無回答

11%

11%

9%

17%

6%

0%

15%

9%

6%

3%

2%

11%

7%

3%

0%

10%

2%

0%

12%

16%

9%

7%

14%

0%

18%

10%

17%

54%

55%

53%

57%

61%

75%

38%

61%

43%

10%

12%

15%

10%

14%

10%

13%

14%

2%

1%

1%

7%

3%

2%

1%

1%

25%

10%

3%

20%

夫婦のみ n=261

夫婦と子供 n=384

夫婦とその親 n=47

父親又は母親と子供 n=70

夫婦と子供と親 n=93

兄弟姉妹 n=4

単身 n=73

その他 n=89

無回答 n=35

【同居家族別】街なか居住への意向

既に中心市街地（街なか）に住んでいる 中心市街地（街なか）に住みたい，将来的に考えたい

中心市街地（街なか）に住みたいが現実には難しいと思う 中心市街地（街なか）に住みたくない

よく分からない その他

無回答

21%

22%

14%

8%

13%

13%

14%

15%

14%

11%

8%

38%

10%

21%

22%

29%

25%

29%

18%

43%

33%

43%

62%

50%

13%

21%

38%

11%

14%

15%

13%

14%

10%

8%

25%

13%

21%

10%

２０歳代 n=14

３０歳代 n=9

４０歳代 n=7

５０歳代 n=13

60～64歳 n=8

65～69歳 n=8

70歳以上 n=14

総計 n=73

【単身/年齢別】街なか居住への意向
既に中心市街地（街なか）に住んでいる 中心市街地（街なか）に住みたい，将来的に考えたい

中心市街地（街なか）に住みたいが現実には難しいと思う 中心市街地（街なか）に住みたくない

よく分からない 無回答

5

19

14

4

5

8

1

2

1

3

2

0

1

職場や学校が近い，通勤・通学が便利

公共交通の利便性が高い

商店街や大型商業施設などがあり買い物などが便利

市役所などの公共施設がある

文化・教養・スポーツ施設がある

病院や福祉施設がある

保育所などの子育て支援施設が充実している

小学校,中学校などの教育環境がよい

散策路や公園がある

高齢者向けなどの住みやすい住戸が選べる

親や子との同居や近居が実現できる

市の助成制度(若年夫婦世帯家賃補助など)がある

その他

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

問9-1.街なかに住みたいと思う理由は何ですか。（複数回答） n=38
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23

38

163

3

54

187

377

73

2

104

43

236

14

職場や学校が遠くなる，通勤・通学が不便

買い物をする場所が少ない

物件や家賃が高い

文化・教養・スポーツ施設が少ない

適切な広さの住宅がない

道路や周囲の音がうるさい

落ち着いた住環境で暮らしたい

子供の遊び場や自然が少ない

保育所などの子育て支援施設が少ない

自家用車の利便が不便

マンションなどに住むことに抵抗がある

既に住宅を所有しているため移転は現実的でない

その他

0 100 200 300 400

問9-2.街なかに住みたいが困難又は住みたくないと思う理由は何ですか。

（複数回答） n=718

0 10 20 30 40 50 60 70 80

職場や学校が遠くなる，

通勤・通学が不便

買い物をする場所が少ない

物件や家賃が高い

文化・教養・スポーツ施設が少

ない

適切な広さの住宅がない

道路や周囲の音がうるさい

落ち着いた住環境で暮らしたい

子供の遊び場や自然が少ない

保育所などの

子育て支援施設が少ない

自家用車の利便が不便

マンションなどに

住むことに抵抗がある

既に住宅を所有しているため

移転は現実的でない

その他

【年代別】街なかに住みたいが困難 又は 住みたくない理由

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70歳以上 無回答

402

64

63

264

160

127

54

113

182

111

38

商店街の活性化による街なかのにぎわい向上

老朽化した賃貸マンションのリフォーム支援

老朽化したマンションの建て替え補助

高齢者向け住宅の供給支援

老朽密集市街地を取り壊して

新たに集合住宅等を建設する事業の推進

コレクティブハウス※１など新たな住まい方に

応じた多様な住宅の供給支援

コーポラティブ住宅※２などコミュニティ形成

と一体となった住宅供給の推進

空き事務所ビルを居住用建物に

改造（用途変更）する取り組み

借り主の家賃負担を

軽減するための支援（家賃補助等）

持家取得に関する支援

（住宅取得補助・住宅ローン利子補給等）

その他

0 100 200 300 400 500

問10.中心市街地（街なか）居住を進めるために効果的だと思われる施策は

なんですか。（複数回答）n=718
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■空き家の活用について 

 

 

 

 

0 20 40 60 80

商店街の活性化による街なかのにぎわい向上

老朽化した賃貸マンションのリフォーム支援

老朽化したマンションの建て替え補助

高齢者向け住宅の供給支援

老朽密集市街地を取り壊して

新たに集合住宅等を建設する事業の推進

コレクティブハウス※１など新たな住まい方に

応じた多様な住宅の供給支援

コーポラティブ住宅※２などコミュニティ形成と

一体となった住宅供給の推進

空き事務所ビルを居住用建物に

改造（用途変更）する取り組み

借り主の家賃負担を

軽減するための支援（家賃補助等）

持家取得に関する支援

（住宅取得補助・住宅ローン利子補給等）

その他

【年代別】街なか居住を進めるために効果的と思う施策

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70歳以上 無回答

ない

40%

数軒ある （1～４軒）

33%

かなりある（５軒以上）

4%

わからない

19%

無回答

4%

問11.あなたがお住まいのご近所で空き家（住宅）はありますか。n=1058

37%

38%

44%

40%

45%

50%

38%

30%

31%

37%

31%

14%

1%

3%

5%

4%

4%

7%

21%

23%

16%

16%

18%

14%

1%1%

5%

5%

4%

1%

14%

北西部地域

中央部地域

東部地域

南部地域

北東部地域

無回答

【地域別】空家の存在状況 n=1058
ない 数件ある(1～4件） かなりある(5軒以上） わからない 無効 無回答

35%

48%

27%

46%

34%

50%

68%

40%

38%

14%

25%

41%

37%

42%

25%

51%

50%

28%

31%

54%

27%

37%

27%

21%

39%

38%

43%

50%

37%

40%

30%

55%

25%

14%

4%

4%

6%

2%

8%

2%

14%

5%

3%

5%

4%

7%

27%

13%

10%

17%

17%

21%

11%

17%

21%

29%

25%

20%

14%

18%

15%

19%

14%

4%

6%

3%

2%

8%

3%

4%

2%

4%

8%

1%

14%

本庁

宝木

陽南

平石

清原

横川

瑞穂野

豊郷

国本

富屋

篠井

城山

姿川

雀宮

上河内

河内

無回答

【地区別】空家の存在状況 n=1058
ない 数件ある(1～4件） かなりある(5軒以上） わからない 無効 無回答

 37％が空き家を認識している。地域別では、南部地域が最も多く 41％の方が空き家を認識して

いる（問 11）。 

 空き家対策として、「所有者が管理しきれない空き家等の公有地化」「空き家バンクによる空き

家の活用促進のための情報整備」「取り壊し費用の補助」等が、宇都宮市でも効果的な施策であ

るという回答が多かった（問 12）。 
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216

92

68

142

175

72

27

16

36

きちんと手入れをすれば，

人が住めそうである

大雨や台風などの災害等が起きたとき，

建築物の破損の危険がある

老朽化がいちじるしく，

倒壊の危険がある

不法侵入や放火等の

防犯上の危険を感じる

雑草や樹木が生い茂っている

地域の景観上問題がある

ごみなどが散乱している,

またはごみなどが不法投棄されている

悪臭被害や,蚊・ハエ・野良猫等の

害虫害獣が発生している

その他

0 50 100 150 200 250

問11-1.あなたが思いつく範囲で，ご近所の空き家の状況やあなたが感じて

いる問題等について（複数回答） n=1058

20

9

13

15

1

0

0

0

きちんと手入れをすれば，人が住

めそうである

大雨や台風などの災害等が起き

たとき，建築物の破損の危険が

ある

不法侵入や放火等の防犯上の危

険を感じる

雑草や樹木が生い茂っている

【北西部】空き家状況と問題意識

n=58 数件ある かなりある

71

27

48

56

8

7

8

9

きちんと手入れをすれば，人が

住めそうである

大雨や台風などの災害等が起

きたとき，建築物の破損の危険

がある

不法侵入や放火等の防犯上の

危険を感じる

雑草や樹木が生い茂っている

【中央部】空き家状況と問題意識

n=234 数件ある かなりある

24

13

14

19

2

1

3

2

きちんと手入れをすれば，人が住

めそうである

大雨や台風などの災害等が起き

たとき，建築物の破損の危険が

ある

不法侵入や放火等の防犯上の危

険を感じる

雑草や樹木が生い茂っている

【東部】空き家状況と問題意識 n=52
数件ある かなりある

64

21

39

50

6

4

5

9

きちんと手入れをすれば，人が

住めそうである

大雨や台風などの災害等が起

きたとき，建築物の破損の危険

がある

不法侵入や放火等の防犯上の

危険を感じる

雑草や樹木が生い茂っている

【南部】空き家状況と問題意識

n=198 数件ある かなりある

13

9

9

12

4

1

1

2

きちんと手入れをすれば，人が

住めそうである

大雨や台風などの災害等が起

きたとき，建築物の破損の危険

がある

不法侵入や放火等の防犯上の

危険を感じる

雑草や樹木が生い茂っている

【北東部】空き家状況と問題意識

n=51 数件ある かなりある

253

317

151

156

294

352

244

11

空き家の所有者，管理者の

連絡先の登録制度

「空き家バンク」による空き家の

活用促進のための情報整備

住宅リフォームの支援

郊外住宅団地等の再生，

入居者層の住み替え支援

取り壊し費用の補助

所有者が管理しきれない

空き家等の公有地化制度

空き家の適正な管理

に向けた条例等の制定

その他

0 50 100 150 200 250 300 350 400

問12.現在，全国各地で空き家（住宅）に関する問題の解決に向けて，以下の

ような施策が取り組まれています。あなたが宇都宮市でも効果的だと思う施

策について（複数回答）n=1058

きちんと手入れをすれば， 

人が住めそうである 

 

大雨や台風などの災害等が起きたとき， 

建築物の破損の危険がある 

 

老朽化がいちじるしく， 

倒壊の危険がある 

 

不法侵入や放火等の 

防犯上の危険を感じる  

 

雑草や樹木が生い茂っている 

 

 

地域の景観上問題がある 

 

 

ごみなどが散乱している, 

またはごみなどが不法投棄されている  

 

悪臭被害や,蚊・ハエ・野良猫等の 

害虫害獣が発生している 

 

その他 
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Ⅴ．まちづくりとの連携施策などについて 

 

 

 
 

 

 

＜主な自由回答＞ 

 

●空き家の増加 

・ ＪＲ宇都宮駅東側市街地の開発が進む一方、西側市街地が、空屋も目立ち、活気がなく、寂しい感じです。 

・ 少子高齢化は増々進んでいくと思う。それに伴い、老朽化した空家は増化する。 

・ 現在マンション等空屋が多く目立ちます。古い家もありますがなんでなんかわからないですけど目立ちます。 

・ 空き家の所有者の管理しきれない空き家等の公有地化制度や管理に向けた条例等の制定早急にお願い致しま

す。理由例（不法侵入や放火等防犯上の危険を感じる） 

・ 我が緑が丘地区等散歩してみると、あちこちに売家（空家）が見受けられます。 

 
●公共交通機関の利用促進 

・ 公共交通機関を充実してほしい。加令と共に運転が出来なくなった時に必要。 

・ これから自分で運転ができなくなった時、バス停までの移動（歩いて行く事）が大変 

・ 車社会から路面電車（公共モビリティ／バス以外）へのシフトで、市民の利便性とエコロジーを実現してほし

い。 

・ ＬＲＴを走らせて、環境保全ＣＯ２削減に貢献する街づくりをぜひ進めてください。 

・ 車がないと、なかなか出掛けられないところにショッピングセンターがあったりするので、もっと他の交通手

段があると良いのになぁと思う。 

 

●歩行者の安全性確保 

・ 車だけではなく自転車や歩行者の安全確保も必要。 

・ 通学路に指定してあるのに歩道がない。 

・ 車社会が急速に進んでいくなか、街としてメイン道路の整備は大きな課題と思われますが、交通弱者である歩

行者や自転車、そして買い物弱者である老人の手押し車が安全に通れる道路の確保と舗装など。 

 

●街なか居住について 

・ 街なかに住みたい人は多いと思う。土地を購入したい人と売却したい人のマッチングについて、行政が手伝っ

てくれればよいと思う。 

・ 街なかにマンションなどの集合住宅をもっとたくさん建てれば市街地ももっと活性化するのではないでしょ

うか。 

558

301

206

10

195

77

182

186

204

19

火災・地震・水害などに対する

安全な市街地の整備

地域における防犯対策の推進

齢者等が住みやすい住宅情報等の提供

住まいと住環境に関する

セミナー講座等の開催

地域コミュニティの形成や

地域まちづくり活動の支援

住宅・住環境づくりに積極的に

取り組むまちづくり団体への支援

緑地，オープンスペースの確保や

緑地等を結ぶ回遊散策路の整備

ごみ出しなど，ご近所での

生活マナーへ向上への啓発

宇都宮らしい街並み・景観整備の推進

その他

0 100 200 300 400 500 600

問13.地域のまちづくりやコミュニティ形成とともに取り組む住環境や住まい

づくりの取り組みについて，あなたが特に重要だと思う項目について（複数

回答） n=1058

 まちづくりとの連携による住環境や住まいづくりの取り組みとして、「火災・地震・水害などに

対する安全な市街地の整備」「地域における防犯対策の推進」等が重要であると考えられている

（問 13）。 

火災・地震・水害などに対する 

安全な市街地の整備  

 

地域における防犯対策の推進 

 

 

高齢者等が住みやすい住宅情報等の提供 

 

住まいと住環境に関する 

セミナー講座等の開催  

 

地域コミュニティの形成や 

地域まちづくり活動の支援 

 

住宅・住環境づくりに積極的に 

取り組むまちづくり団体への支援 

 

緑地，オープンスペースの確保や 

緑地等を結ぶ回遊散策路の整備 

 

ごみ出しなど，ご近所での 

生活マナーへ向上への啓発 

 

宇都宮らしい街並み・景観整備の推進 

 

 

その他 
 


